
 公益社団法⼈ 全国愛農会 

 【2022年1⽉1⽇〜2022年12⽉31⽇   事業報告書】 

 営農・就農⽀援事業(公益⽬的事業１) 

 【開催イベント】 
 ・総会イベント（3⽉5⽇）
 ・愛農かまど伝承者養成講座（6⽉27⽇、28⽇、29⽇）
 ・愛農⼤学講座（8⽉22⽇〜25⽇）
 ・愛農かまど研修会（11⽉30⽇、12⽉1⽇）

 【１－１ ⽉刊「愛農」の発⾏】 
 ・2022年度11⽉号まで毎⽉発刊。

2022年12⽉号を休刊。

 【１－２ ＡＦＡ（アジア農⺠の会）】 
 エップ・レイモンド・ロイ理事が⽇本代表理事として総会に参加。2022年度も継続して

 活動に参加した。 

 【１－３ 家族農林漁業プラットフォーム・ジャパン】 
 連携団体として情報・意⾒交換を継続。 

 農産物及び加⼯⾷品等の認証に関する事業(公益⽬的事業２) 

 １）新規認証件数︓14件（昨年度実績︓14件）
 ＜有機農産物についての⽣産⾏程管理者︓11件＞

  特定⾮営利活動法⼈ハンサムガーデン（奈良県） 
  ⼭尾𠮷史（奈良県） 
  ⻄川満重（和歌⼭） 
  池⽥⽂雄（⼤阪府） 
  堀⽥直⼦（⼤阪府） 
  共栄精密株式会社（滋賀県） 
  若井農園（滋賀県） 
  ⽯橋⾃然農園（岐⾩県） 
  ⼭本孝（奈良県） 
  前川茂（三重県） 
  鈴⿅⼭麓夢⼯房（三重県） 



 ＜有機農産物についての⼩分け業者︓0件＞ 
   無し 

 ＜有機加⼯⾷品についての⽣産⾏程管理者︓3件＞ 
  磯⽥園製茶株式会社（愛知県） 
  株式会社げんきカンパニー（三重県） 
  鈴⿅⼭麓夢⼯房（三重県） 

 ２）審査中案件︓1件
＜有機農産物についての⽣産⾏程管理者＞

   和⽥挙助 

 ３）廃⽌事業者︓0件（昨年度︓2件）
＜有機農産物についての⽣産⾏程管理者＞

   無し 

 ＜有機農産物についての⼩分け業者＞ 
   無し 

 ４）確認調査 全認証事業者の年次の調査を適宜実施
 ａ．年次確認調査････全認証事業者（110件）に対し年間通じて実地調査を実施

→検査員︓岡野正義（49件）、⼩⼭⾼⼈（56件）、⼭本和宏（5件）、
 ｂ．臨時確認調査････有機ほ場・施設の追加により臨時の実地調査を実施（3件） 

 ５）判定会︓原則毎週1回（全35回）実施
＊判定員︓⼭本和宏、⼩⼭⾼⼈、岡野正義
＊判定委員︓堀池舞⼦

 ６）格付実績（2021年4⽉1⽇〜2022年3⽉31⽇）
 ＜有機農産物＞  ⽣産⾏程管理者︓1,153,306kg（前年度︓1,124,551kg）

 ⼩分け業者︓723,415kg（前年度︓559,129kg） 
 ＜有機加⼯⾷品＞ ⽣産⾏程管理者︓530,731kg（前年度︓267,282kg） 

 ⼩分け業者︓2,282kg（前年度︓3,605kg） 

 ７）有機認証講習会（全4回）︓[受講者︓25名]（前年度受講者︓40名）
   2⽉15⽇･16⽇場所︓愛農学園[受講者︓8名] 
   3⽉15⽇･16⽇場所︓愛農学園[受講者︓8名] 
   8⽉9⽇･10⽇場所︓愛農学園[受講者︓3名] 
   11⽉21⽇･22⽇場所︓愛農学園[受講者︓6名] 

 ８）認証業務従事者研修
〇 9⽉28⽇･･･場所︓共栄精密株式会社 甲賀きのこセンター



朝⽇アグリア株式会社 関⻄⼯場 
    参加者︓岡野正義、⼩⼭⾼⼈、堀池舞⼦、⼭本和宏、夏川花梨 
    ＊菌床きのこ栽培について学ぶ（現地視察） 
    ＊肥料製造現場を⾒学する 
    ＊肥料法について学ぶ（座学） 

  〇 改正JAS法関連セミナー（主催︓有機JAS登録認証機関協議会） 
・12⽉20⽇テレビ会議（Web）による
・参加者︓⼭本和宏、⼩⼭⾼⼈、堀池舞⼦

 ９）有機農業指導員育成セミナー（農林⽔産省の有機農業推進総合対策事業）
＜岐⾩県＞
 ・⽇時︓11⽉8⽇
・場所︓  岐⾩県⽔産会館 第三会議室
・参加者︓5名（県職員、普及指導員）

・⽇時︓11⽉9⽇、16⽇
・場所︓OKBふれあい会館
・現地講習︓なずな農園（岐⾩市）
・参加者︓5名（県職員、普及指導員）

  ＜三重県＞10⽉12⽇,19⽇,26⽇ 
・場所︓愛農同窓会館
 ・参加者︓16名（県職員、普及指導員、市町担当者、農協関係者）

 10）内部監査
・10⽉10⽇・11⽇
・場所︓愛農会事務所
 ・内部監査員︓伏⾒智⼦（兵庫県有機農業研究会HOAS）

 11）⾒直し会議
・5⽉26⽇
・場所︓愛農会事務所
・出席者︓岡野正義、⼩⼭⾼⼈、堀池舞⼦、⼭本和宏、添⽥潤、夏川花梨

  臨時⾒直し会議 
 ・9⽉21⽇
・場所︓愛農会事務所
・出席者︓岡野正義、⼩⼭⾼⼈、堀池舞⼦、⼭本和宏、夏川花梨、添⽥潤（Zoom）

 12）公平性委員会
・8⽉3⽇テレビ会議（ZOOM）による

→有機JAS登録認証機関協議会による共同公平性委員会



 ◆図書販売と愛農かまど関連資材販売、施設設備の運営等(収益事業)

本会の事業推進に資するための農業関連図書の販売と本会編集発⾏の叢書販売、愛農か
 まど設置に要する鋳物類の販売、施設設備の運⽤等を⾏っている。 

 〇 物品販売 
 書籍販売は昨年に引き続き実施。 
  収⼊実績︓60,739円 
 今年度より愛農かまど鋳物類販売開始。 
  収⼊実績︓633,000円 

 〇 施設設備運⽤ 
 家賃、印刷機等貸出。 
  収⼊実績︓832,959円 
 かまど⽊型、設計図貸出。 
  収⼊実績︓375,880円 

 ◆法⼈管理

 〇 総会︓3⽉5⽇開催 
 総会イベント︓オンラインで開催。 

 テーマ︓「愛農会次世代フォーラム 〜そこに愛はあるか〜」
 ＊5名の理事がそれぞれの取り組みについて発表したあと、愛農会のすべての事業は
 「愛の実践」の発現であるという原点を踏まえたうえで、今の社会のおけるこれからの
 愛農会のあり⽅についてパネルディスカッションを通して考えていく。

 登壇者︓飯尾裕光・泉川道⼦・⼩川美農⾥・奥⽥美和⼦・添⽥潤 
 ゲスト︓関根佳恵 

 〇 理事会 
 2⽉6⽇、3⽉5⽇、6⽉9⽇、9⽉30⽇（書⾯決議）、12⽉6⽇開催 

 ※  オンライン(Zoom)を併⽤しながらの開催

 〇 監事会︓1⽉24⽇開催 


